
コンテンツ変換サービス
（検索を⾏うサービス）

“検索”カテゴリ

変換サービス

情報取得サービス

操作(何をするのかの)カテゴリ
によって検索範囲を絞り込む

コンテンツ変換サービス
（検索を⾏うサービス）

視⼒

位置
情報ユーザ

視野領域
ユーザ・デバイスの位置関係と
ユーザの視⼒情報から視野領域
を定め，それにあった⾒せ⽅でコ

コンテンツを視聴するユーザに
とってコンテンツの表⽰が適切
でない場合，コンテンツの利用
が困難または苦痛

部品化したプロトコルを合成して
複雑な物を作成

サービス系グループ
メタデータを用いた協調プロトコル合成

視⼒
情報

位置
情報

ユーザ

センサ

ディスプレイ

ユーザの「位置や状態」
によって最適な⾒せ⽅を
したい

組み合わせ品質に基づくサービス検索

コンテンツ変換
サービス

PrivateDevice Monitor

request-privateInfo

accept-auth

request-auth

request-convert

Sensor ModifyService

provide-privateInfo

send-content

inform-privacyInfo

LoggerReporter

log-msg

accept-msg

例）３つのサービスの総価格 < ¥1,000

Which Combination is the Best?

サービス
⺟集団

ユビキタス環境に適したサービス開発技術
Service Development for Ubiquitous Environment

本位⽥研究室 サービス系・ソフトウェア⼯学グループ

Webサービス群
視⼒
情報

センサ

を定め，それにあった⾒せ⽅でコ
ンテンツを表⽰

Webサービス検索のための操作カテゴリ分類ユーザの視⼒を考慮したコンテンツ表⽰

実用性
(現場への
適応性)

厳密さ（記述・検証）

自然言語自然言語自然言語自然言語

UMLUMLUMLUML

OCLOCLOCLOCL

VDMVDMVDMVDM

BBBB

<ゴール>

厳密で実用的な
仕様記述・検証⼿法

ソフトウェア⼯学グループ

VDM++のための厳密な検証プロセスの提案

上流仕様 下流仕様

仕様内の
検証

仕様内の
検証

VDM++
(記述⾔語)

Event-B
(検証⾔語)

詳細化
自動
変換

仕様間の
検証

フィード
バック

自動
変換

フィード
バック

アプローチ①
⼿法の併用による相互補完

原要求（問題）

プログラム⾔語
（C、C++、Java）

記述＆検証

実⾏化

問題（要求）⾔語

① 問題に近い記述
② 実⾏可能性の保証
③ 検証の省略化

現場適用
の要件

要求⼯学
からの要請

形式仕様の
将来課題

自然語指向の形式仕様記述⾔語の提案

アプローチ③
新⾔語の定義<現状>

厳密さと実用性に
トレードオフ

サービスがインフラ化するユビキタス環境では、ソフトウェアは⾼い信頼
性を求められます。その実現⽅法として形式⼿法の研究を⾏っています。

問題（要求）⾔語

制約の網羅的な抽出・記述と、妥当性確認⽅法の提案

UML
モデル

OCL
記述

VDM++
モデル

抽出・記述
パターン

変換
ルール

妥当な
制約記述

制約の
抽出・記述 モデル

変換 テスティング

業界標準のオブジェ
クトモデリング⾔語

宣⾔的な
制約記述⾔語

軽量な
形式⼿法

アプローチ②
モデル化技法の組み合わせ
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